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た
。さ

ら
に
数
十
万
人
が
航
空
機
騒
音
に
悩
む

地
元
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
ビ
ー
チ
市
の
オ
ー
バ
ン

ド
ー
フ
市
長
と
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
市
の
フ
レ
イ

ム
市
長
と
も
意
見
交
換
し
、
今
後
の
情
報
交

換
と
相
互
の
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。
オ
シ

ア
ナ
基
地
の
騒
音
被
害
は
、
人
口
密
度
の
違

い
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
周
辺
住
民
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
点
で
厚
木
基
地

の
状
況
と
似
て
い
ま
す
。

翌
27
日
に
は
、
オ
シ
ア
ナ
基
地
と
Ｆ
Ｃ

Ｌ
Ｐ（
陸
上
空
母
離
着
陸
訓
練
）・
Ｎ
Ｌ
Ｐ

（
夜
間
連
続
離
着
陸
訓
練
）用
の
フ
ェ
ン
ト

レ
ス
補
助
飛
行
場
を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、

同
基
地
司
令
官
キ
ー
リ
ー
大
佐
か
ら
、
※Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｚ
を
は
じ
め
、
地
元
住
民
へ
の
情

報
公
開
や
地
域
と
の
対
話
な
ど
、
米
軍
の

対
応
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
に
移
動

し
、
29
日
に
は
在
日
米
海
軍
司
令
部（
横
須

賀
）や
米
海
軍
第
7
艦
隊
の
上
級
司
令
部
で

も
あ
る
、
米
海
軍
太
平
洋
艦
隊
司
令
部
を

訪
問
。
太
平
洋
艦
隊
副
司
令
官
グ
リ
ナ
ー

ト
少
将
や
作
戦
・
計
画
・
政
策
担
当
副
参

謀
長
マ
ク
レ
イ
ン
少
将
ら
と
会
談
し
ま
し

た
。
グ
リ
ナ
ー
ト
少
将
は
、
米
海
軍
の
最

高
指
揮
官
で
あ
る
海
軍
作
戦
部
長
の
直
接

の
指
揮
下
に
あ
る
太
平
洋
艦
隊
司
令
部
の

副
司
令
官
で
あ
り
、
土
屋
市
長
は
、
新
聞

な
ど
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
軍
の
再
編
の

進
捗

し
ん
ち
ょ
く

状
況
と
横
須
賀
配
備
の
空
母
キ
テ
ィ

土
屋
市
長
は
4
月
25
日
か
ら
5
月
1
日

ま
で
、
基
地
問
題
の
解
決
に
向
け
て
自
ら

調
査
を
す
る
た
め
、
訪
米
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
米
は
、
米
国
内
で
騒
音
被
害
が

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
東
海
岸
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
オ
シ
ア
ナ
海
軍
航
空
基
地
と
そ

の
周
辺
を
訪
れ
、
米
軍
や
地
元
自
治
体
の

対
応
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
や
、
ハ
ワ
イ

州
の
米
海
軍
太
平
洋
艦
隊
司
令
部
を
訪
問

し
、
現
下
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
て
厚
木

基
地
の
騒
音
問
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

26
日
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
あ
る
ノ
ー
フ

ォ
ー
ク
軍
港
と
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
飛
行
場
を

訪
れ
ま
し
た
。
米
海
軍
大
西
洋
艦
隊
所
属

の
空
母
4
隻
を
は
じ
め
、
多
く
の
艦
船
の

母
港
と
な
っ
て
い
る
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
軍
港

で
は
、
中
部

大
西
洋
地
域

司
令
官
タ
ー

コ
ッ
ト
少
将

と
ノ
ー
フ
ォ

ー
ク
基
地
司

令
官
ベ
ッ
カ

ー
大
佐
な
ど

か
ら
同
施
設

周
辺
の
航
空

機
騒
音
問
題

全
般
に
関
す

る
情
報
収
集

を
し
ま
し

土
屋
市
長
が
訪
米

基
地
問
題
の
解
決
に
向
け
て

ホ
ー
ク
の
後

継
艦
問
題
に

つ
い
て
直
接

た
だ
し
ま
し

た
。
ま
た
、

厚
木
基
地
な

ど
日
本
国
内

で
行
わ
れ
る

Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
実

質
的
な
責
任

者
で
あ
る
マ

ク
レ
イ
ン
少

将
に
は
、
厚
木
基
地
の
騒
音
状
況
の
改
善

に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
求
め
ま
し
た
。

両
少
将
は
、「
厚
木
基
地
の
状
況
と
問
題
に

つ
い
て
は
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
改
善
に

向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

日
本
国
内
に
比
べ
て
、
米
本
土
で
は
、

米
国
政
府
や
米
軍
が
情
報
公
開
や
地
域
と

の
対
話
に
極
め
て
真
摯

し

ん

し

に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
今
回
の
訪
米
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
今

後
は
米
国
本
土
に
準
じ
た
情
報
公
開
や
住

民
対
応
を
、
日
本
政
府
や
米
軍
に
求
め
て

い
く
な
ど
、
基
地
問
題
改
善
へ
向
け
た
有

効
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

※
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｚ（A

ir
Installations

C
om
patible

U
se
Z
one

）：

航
空
施
設
共
用
ゾ
ー
ン
。
米
国
海

軍
省
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
、
飛
行
場
周
辺
の
航

空
機
騒
音
な
ど
が
地
域
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

情
報
を
公
開
す
る
制
度
。
苦
情
の
受
け
付
け
や
土

地
利
用
の
相
談
な
ど
と
一
体
で
運
用
さ
れ
る
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基

地
対
策
担
当
1（
2
6
0
）5
3
1
0
、

kichi

へ
。

市
民
が
自
分
の
興
味
や
関
心
が
あ
る
テ

ー
マ
を
取
材
し
、「
広
報
や
ま
と
」
に
リ
ポ

ー
ト
を
執
筆
す
る
「
ま
ち
か
ど
特
派
員
」

の
新
メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

同
特
派
員
制
度
は
、
皆
さ
ん
が
広
報
や

ま
と
に
興
味
を
持
ち
、
よ
り
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
誌
面
へ
の
市
民
参
加
を
進

め
る
た
め
、
平
成
2
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

第
15
代
目
と
な
る
今
年
度
の
特
派
員
は
、

池
田
智
子
さ
ん（
下
鶴
間
）、
小
島
奈
津
子

さ
ん（
西
鶴
間
）、
高
鳥
里
奈
さ
ん（
上
草
柳
）

の
女
性
3
人
の
ほ
か
、
今
回
初
め
て
大
和

高
校
、
大
和
西
高
校
、
柏
木
学
園
高
校
の

各
新
聞
委
員
会
が
加
わ
り
ま
し
た
。
高
校

生
に
は
、
十
代
の
視
点
で
広
報
や
ま
と
に

新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

第
1
回
の
ま
ち
か
ど
特
派
員
リ
ポ
ー
ト

は
今
号
に
、
そ
れ
以
降
は
毎
月
15
日
号
に

掲
載
し
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
広

報
担
当
1
（
2
6
0
）
5
3
1
4
、

kouhou

へ
。

新
し
い
「
ま
ち
か
ど
特
派
員
」
が
決
ま
り
ま
し
た

離
着
陸
訓
練
専
用
の
フ
ェ
ン
ト
レ
ス
補
助

飛
行
場

ハ
ワ
イ
の
太
平
洋
艦
隊
司
令
部
で
討

論
す
る
土
屋
市
長
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助
産
師
、
②
看
護
師
資
格
を
有
す
る
人

ま
た
は
平
成
17
年
に
取
得
見
込
み
の
人

選
考
日

締
め
切
り
後
、
応
募
者
に
通
知

選
考
方
法

書
類
審
査
、
小
論
文
、
個
人
面
接
、
健

康
診
断

応
募
書
類

助
産
師
、
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

市
立
病
院
職
員
採
用
試
験
申
込
書
、
資

格
免
許
証
の
写
し
、
成
績
証
明
書

平
成
17
年
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

市
立
病
院
職
員
採
用
試
験
申
込
書
、
成

績
証
明
書
、
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
、

看
護
師
、
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

は
免
許
証
の
写
し

※
助
産
師
専
攻
課
程
の
人
は
、
成
績
証
明

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

8
月
26
日（
木
）（
必
着
）ま
で
に
直
接
ま

た
は
郵
送
で
〒
2
4
2-

8
6
0
2
市
立

病
院
総
務
課
庶
務
調
整
担
当
へ
。

※
受
験
案
内
は
6
月
1
日（
火
）か
ら
市
立

病
院
3
階
総
務
課
で
配
布
。
市
立
病
院

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
立
病
院
総
務
課
庶
務

調
整
担
当
1（
2
6
0
）
0
1
1
1
、

b
-

soum
u

へ
。

市
職
員

職
種
／
人
員

事
務（
大
学
卒
業
程
度
）
／
10
人
程
度

職
務
内
容

本
庁
お
よ
び
出
先
機
関
の
事
務
に
従
事

受
験
資
格

昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
人

第
一
次
試
験
日

7
月
25
日（
日
）

申
し
込
み

6
月
20
日（
日
）〜
22
日（
火
）午
前
9
時

〜
11
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

に
市
役
所
会
議
室
棟
1
階
へ
。

※
受
験
案
内
は
6
月
1
日（
火
）か
ら
市
役

所
職
員
課
で
配
布
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
職
員
課
人
事
担

当
1（
2
6
0
）5
3
3
8
、shokuin

へ
。

市
立
病
院
職
員

職
種
／
人
員

①
助
産
師
／
若
干
名
、
②
看
護
師
／
25

人
程
度

職
務
内
容

市
立
病
院
の
①
助
産
師
、
②
看
護
師
の

業
務
に
従
事

応
募
資
格

昭
和
45
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
①

職
員
を
募
集

（
平
成
17
年
4
月
1
日
付
採
用
予
定
者
）

今
回
が
最
後
と
な
る
「
第
16
回
ま
ほ
ろ
ば

サ
ミ
ッ
ト

in
福
岡
」
が
4
月
18
日
、
福
岡

県
大
和
町

や
ま
と
ま
ち

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
ほ
ろ
ば
連
邦
」
は
、
全
国
の
「
大
和
」

（
や
ま
と
・
た
い
わ
・
だ
い
わ
）の
名
が
付

く
12
市
町
村
が
お
互
い
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
尊
重
し
、
個
性
豊
か
な
ふ
る
さ
と

を
創
造
し
よ
う
と
平
成
元
年
5
月
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
毎
年
持
ち
回

り
で
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
た
ほ
か
、

大
和（
市
民
）ま
つ
り
で
の
「
ま
ほ
ろ
ば
物
産

展
」
の
開
催
、
宮
城
県
大
和
町

た
い
わ
ち
ょ
う

ま
つ
り
や
、

山
梨
県
大
和
村

や
ま
と
む
ら

の
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り
へ

の
市
民
の
参
加
な
ど
、
数
々
の
交
流
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
12
市
町
村
の
う
ち
岐
阜

県
大
和
町

や
ま
と
ち
ょ
う

は
今
年
3
月
に
合
併
し
て
郡
上

ぐ
じ
ょ
う

市
と
な
っ
た
ほ
か
、
10
月
に
は
島
根
県

大
和

だ

い

わ

村む
ら

と
山
口
県
大
和

や

ま

と

町
ち
ょ
う

が
、
11
月
に
は

新
潟
県
大
和
町

や
ま
と
ま
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
合

併
に
よ
っ
て

「
大
和
」
の
名
称

が
消
滅
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、

茨
城
県
大
和
村

や
ま
と
む
ら

、

山
梨
県
大
和
村

や
ま
と
む
ら

、

広
島
県
大
和
町

だ
い
わ
ち
ょ
う

、

福
岡
県
大
和
町

は
来
年
3
月
に

合
併
す
る
予
定
で
、
鹿
児
島
県
大
和
村

や
ま
と
そ
ん

、

佐
賀
県
大や

ま

和
町

と
ち
ょ
う

で
も
合
併
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
合
併
の
予
定
が
な

い
の
は
、
大
和
市
と
宮
城
県
大
和
町
の
2

市
町
の
み
と
い
う
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
10
月
に
茨
城
県
大

和
村
で
開
か
れ
た
第
15
回
サ
ミ
ッ
ト
で
、

今
年
の
福
岡
県
大
和
町
の
サ
ミ
ッ
ト
を
も

っ
て
ま
ほ
ろ
ば
連
邦
を
解
散
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

最
後
と
な
っ
た
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、

「
心
の
ふ
る
さ
と
大
和
を
い
つ
ま
で
も
」
を

テ
ー
マ
に
、
連
邦
各
国
か
ら
約
2
0
0
人

が
出
席
。
大
和
市
か
ら
は
公
募
の
市
民
4

人
を
含
む
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
ま
ほ
ろ
ば
連
邦
憲
章
を
唱

和
し
た
あ
と
、
各
国（
市
町
村
）首
長
が
改

め
て
自
国
紹
介
を
行
い
、
土
屋
市
長
が
こ

れ
ま
で
の
サ
ミ
ッ
ト
を
総
括
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
、
連
邦
各
国
の
首

長
・
議
長
が
一
堂
に
会
す
る
「
首
長
・
議
長

サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、
ま
ほ
ろ
ば
連
邦
解
散
後
、

交
流
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
は
各
市
町
村

が
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
は
今
後
、
ま
ほ
ろ
ば
連
邦
に
加
盟
し
て

い
た
自
治
体
と
の
交
流
を
、一
部
見
直
し
な

が
ら
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
産
業
振
興
課
商

業
観
光
担
当
1（
2
6
0
）5
1
3
4
、

sang
yo

へ
。

最
後
の
ま
ほ
ろ
ば
サ
ミ
ッ
ト
が
福
岡
で
開
催

16
年
に
及
ぶ
ま
ほ
ろ
ば
連
邦
に
幕

最後の開催となった「まほろばサミット in   福岡」




